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大友良英氏ほかアジア気鋭の音楽家が集う 

『ASIAN MEETING FESTIVAL 2016』を開催！ 
音楽公演にあわせ、ドキュメンタリー映画上映、トークセッションも 

 
国際交流基金（ジャパンファウンデーション）アジアセンターで

は、大友良英氏をアーティスティックディレクターに迎える

「ENSEMBLES ASIA」事業の一環として、複合音楽イベント

『Asian Meeting Festival』を 2015年より実施しています。 
第２回目となる本年は、前回の成功を受けてさらに内容を充

実させ、『Asian Meeting Festival 2016』として東京、兵庫、京

都にて開催します。 
 

今回は、大友氏や dj sniff、ユエン・チーワイ氏に加え、ベトナ

ム、マレーシア、タイ、インドネシア、シンガポールの東南ア

ジアだけでなく、香港、台湾、韓国の東アジアの各都市から

も個性的な音楽家を招き、日本のさまざまな音楽家たちとセ

ッションを行います。さらに、本公演とあわせ、東京と京都で

は、日本初公開となるタイの音楽ドキュメンタリー 『Y/OUR 
MUSIC』の上映会を開催。上映後にはワラーラック・ヒランセータワット・エブリー監督と大友氏ら公演に参加する

音楽家によるトークイベントを行い、この音楽の祭典を盛り上げます。 
 

また、『Asian Meeting Festival talk sessions』と題して、大友氏、dj sniff、ユエン・チーワイ氏などによるレポートとディ

スカッションのイベントを開催します。本事業、公演やチケット情報の詳細については、Asian Music Networkのウェブ

サイト（http://asianmusic-network.com/）をご覧ください。貴媒体にて本公演のご紹介、当日のご取材をご検討下さいま

すよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 
 
 
■『Asian Meeting Festival 2016』開催概要 
＜公演＞ 東京： 2016年２月５日（金）、６日（土）、７日（日） 
 兵庫： 2016年２月８日（月） 
 京都： 2016年２月 11日（木・祝）、12日（金） 
 
＜映画上映会＞ 京都： 2016年２月６日（土）～２月 12日（金） 17時 40分～／会場：立誠シネマ 
   東京： 2016年２月７日（日） 13時 30分～／会場：CAY 
 
＜トークイベント＞  
① 「東南アジアの実験的音楽とその交流の可能性」 

2016年２月４日（木）19時30分～／会場： 国際交流基金 JFICホール「さくら」 
② 「新しいアジア圏音楽のネットワークをイメージする」 

2016年２月 14日（日）18時 30分～／会場： UPLINK FACTORY 
 
 
 

●主催者・本事業に関するお問い合わせ： 国際交流基金 アジアセンター（担当：吉岡、渡邉） Tel: ０３－５３６９－６１４０ 

●取材に関するお問い合わせ： 国際交流基金 コミュニケーションセンター（担当：川久保、森） 

 Tel: ０３－５３６９－６０８９ / E-mail: press@jpf.go.jp 

「Asian Meeting Festival 2015」東京公演の様子 
会場：アサヒ・アートスクエア 

Photo：Kuniya Oyamada/EMSEMBLES ASIA 
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SCHEDULE

1st Day in Tokyo
日時：　2月5日（金）19:30 open/ 20:00 start
会場：　SuperDeluxe https://super-deluxe.com/
料金：　前売り3,000円 / 当日3,500円  (+1Drink)

2nd Day 
日時：　2月6日（土）
会場：　Red Bull Studios Tokyo
　　　http://www.redbullstudios.com/tokyo/　
詳細調整中

3rd Day in Tokyo
日時：　2月7日（日）17:00 open/ 18:00 start
会場：　Spiral http://www.spiral.co.jp/
料金：　前売り3,000円 / 当日3,500円
会場協力：　（株）ワコールアートセンター

4th Day in Kobe
日時：　2月8日（月） 18:00 open/ 18:30 start
会場：　Art village center http://kavc.or.jp/
料金：　前売り3,000円 / 当日3,500円
提携：　神戸アートビレッジセンター（指定管理者：大阪ガ
　　　スビジネスクリエイト株式会社）

5th Day in Kyoto
日時：　2月11日 （木）16:00 open/ 17:00 start
会場：　元・立誠小学校 http://www.rissei.org/
料金：　前売り3,000円 / 当日3,500円

6th Day in Kyoto
日時：　2月12日（金）19:00 open/ 19:30 start
会場：　METRO  http://www.metro.ne.jp/
料金：　前売り3,000円 / 当日3,500円 (+1Drink)

出演者
クリスナ・ウィディアタマ（ジョグジャカルタ） / 大友良英

（東京） / ソンX（ハノイ） /スキップ・スキップ・バンバン
（台北） /  ナタリー・アレクサンドラ・ツェー（シンガポー
ル） / dj sniff（香港） / ユエン・チーワイ（シンガポール） 
/ ヨン・ヤンセン（クアラルンプール） / ピートTR（バンコ
ク） / オッキョン・リー（2月7日から参加・ニューヨーク） / 
フィオナ・リー（香港） 

ゲスト出演者
2月5日（金） SuperDeluxe
川口貴大 / Takahiro Kawaguchi / Objects

2月7日（日） Spiral
石原雄治 / Yuji Ishihara /  Percussions
大城真 / Makoto Oshiro / Objects
七尾旅人 / Tavito Nanao / Voice, guitar

2月8日（月） Art village center
DODDODO / Sampler 
Haco / Voice, electronics
桝本航太 / Kota Masumoto / Voice, guitar
森本アリ / Ari Morimoto / Electronics, trumpet

2月11日 （木） 元・立誠小学校
梅田哲也 / Tetsuya Umeda / Objects
東野祥子 / Yoko Higashino / Dance
カジワラトシオ / Toshio Kajiwara / Modular synth
水内義人 / Yoshihito Mizuuchi / Guitar
村里杏 / An Murazato / Drums

2月12日（金） METRO
和田晋侍 / Shinji Wada / Drums
村里杏 / An Murazato / Drums
毛利桂 / Katsura Mouri / Turntable
吉田ヤスシ / Yasushi Yoshida / Voice
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SCHEDULE
映画上映　『Y/OUR MUSIC』 

2014/タイ/82分/監督：ワラーラック・ヒランセータワット・エブリー、ディ

ビッドリーブ/日本語、英語字幕付き

タイの農村から都市へと連なる音楽とその原風景を捉えたドキュメンタ

リー映画。

・京都
日程：　2月6日（土）〜12日（金）17:40 start
　　　（2月10日上映後イベントあり）
会場：　立誠シネマ　http://risseicinema.com/
トーク出演（10日）：　ワラーラック・ヒランセータワット・
エブリー監督、大友良英、ピートTR、dj sniff、ユエン・
チーワイ
パフォーマンス（10日）：　ピートTR
料金：　当日1,500円 / 学生・シニア 1,300円 / 立誠シ
ネマ会員 1,000円

・東京
日程：　2月7日（日）13:00 open/ 13:30 start　上映
後イベントあり
会場：　Cay http://www.spiral.co.jp/shop_　　　
　　　　　  restaurant/cay/
トーク出演：　ワラーラック・ヒランセータワット・エブリー
監督、大友良英、ピートTR、dj sniff、ユエン・チーワイ
パフォーマンス:　ピートTR
料金:　前売り2,000円 /当日2,500円（1drink付き）
会場協力:　（株）ワコールアートセンター

Asian Meeting Festival Talk Sessions
アンサンブルズ・アジア/アジアン・ミュージック・ネットワークは東南アジア
の各地域で商業主義や伝統的な価値観に捉われずに独自の音楽性や
表現を追求するアーティストを探し、彼・彼女らを日本に紹介するととも
に、新しい創作活動につながるようなネットワークやノレッジ・ベースを作
り上げることを目指して２０１４年より始まりました。
しかし実際に現地を訪れてリサーチや演奏をしてみると、ネットでの情報
やメイントスリームのメディアでは知り得ない形でそれぞれの都市や地
域で政治・階級・民族・宗教 ・検閲など様々な要素が複雑に絡み合いなが
らインディペンデントな音楽文化やコミュニティーが形成されていること
がわかってきました。
Talk session #1 “東南アジアの実験的音楽とその交流の可能性”では
そうした現地でのリサーチや活動を通じて見えてきたことを中心に話をし
ます。アーティスティック・ディレクター大友良英はインドネシアやベトナ
ムでの非音楽家による音楽のためのリサーチやワークショップ、プロジェ
クト・ディレクターでシンガポール出身のユエン・チーワイは数週間に渡る
日本ツアーで体験した各地方のアンダーグラウンド・ミュージックの現状
と東南アジアの音楽シーンとの比較、そしてもう一人のプロジェクト・ディ
レクター、香港在住のdj sniff（水田拓郎）はインドネシアでの伝統文化
やメタル、パンクなどとの融合によって生まれつつある新しい実験音楽に
ついてなど。また３人のディレクターがそれぞれ考える音楽交流の可能
性についてのディスカッションもする予定です。
Talk session #2 “新しいアジア圏音楽のネットワークをイメージする”で
はアジアン・ミーティング・フェス２０１６を振り返るとともに、音楽ライター
の大石始氏と磯部涼氏を迎えてトークをします。両氏が追ってきたマー
ジナルなダンスミュージックや マイナー音楽に触れつつ、様々な背景を
持つローカルな音楽がいかにグローバルなコミュニティーとつながってゆ
き受容されてゆくのか、そしてそこから見えてくる新しいアーティスト・ネッ
トワークがどのようなものかなどについて模索したいと思います。

Talk session #1 
「東南アジアの実験的音楽とその交流の可能性」
日程:　2月4日(日) 19:30 start
会場:　国際交流基金JFICホール「さくら」　
https://www.jpf.go.jp/j/about/jfic/event_s/
報告と鼎談: 大友良英、dj sniff、ユエン・チーワイ
料金：無料（予約優先）
予約フォーム：http://amf2016talk.peatix.com

Talk session #2 
「新しいアジア圏音楽のネットワークをイメージする」
日程:　2月14日(日) 18:30 start
会場:　UPLINK FACTORY 
　　　 http://www.uplink.co.jp/
トーク出演:　dj sniff、ユエン・チーワイ、大友良英＋大石始（
ライター・編集者・DJ）、磯部涼（音楽評論家）、Asian Meeting 
Festival 2016出演者も参加予定
ライブ：　大友良英、dj sniff、ユエン・チーワイ
料金:　1,000円（1drink付き）

参考資料２
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大友良英（東京・日本） アーティスティック・ディレクター
1959年横浜生まれ。音楽家。十代を福島市で過ごす。常に同時進行かつインディペンデントに即興演奏
やノイズ的な作品からポップスに至るまで多種多様な音楽をつくり続け、その活動範囲は世界中におよぶ。
映画音楽家としても数多くの映像作品の音楽を手がけ、その数は70作品を超える。近年は「アンサンブル
ズ」の名のもとさまざまな人たちとのコラボレーションを軸に展示する音楽作品や特殊形態のコンサートを
手がける。また障害のある子どもたちとの音楽ワークショップや一般参加型のプロジェクトにも力をいれてい
る。2011年の東日本大震災を受け、遠藤ミチロウ、和合亮一とともに「プロジェクトFUKUSHIMA!」を立ち
上げる。2012年芸術選奨文部科学大臣賞芸術振興部門を受賞。
2013年NHK朝の連続ドラマ「あまちゃん」の音楽を担当。著書に『MUSICS』（岩波書店）『シャッター商店街
と線量計』（青土社）など。

dj sniff（香港） プロジェクト・ディレクター
香港を拠点に、実験的な電子アートと即興音楽の分野で活動する音楽家、キュレーター、プロデューサー。
彼の音楽は、DJ、楽器デザイン、即興演奏を組み合わせた独特の実践のもとに成り立っている。アムステル
ダムのSTEIM（スタイム電子楽器スタジオ）で長年アートディレクターを務めたほか、ヨーロッパ、アジア、アメ
リカ各地のフェスティバルやイベントでの演奏多数。これまでに、4枚のソロアルバムをリリースし、「ニューヨ
ーク・タイムズ」「オールアバウト・ジャズ」「ザ・ワイヤー」の各メディアに取り上げられている。

ユエン・チーワイ（シンガポール） プロジェクト・ディレクター
シンガポール在住の音楽家、サウンド・アーティスト。シンガポール国内外で幅広く演奏活動や展示などを行
っている。哲学や文学、映画、カルチュラル・スタディーズへの強い関心から、チーワイの作品には、文献に基
づくアイデアやコンセプトを記憶・喪失・不可視性といったテーマに融合させた表現が見られる。
大友良英（日本）、リュウ・ハンキル（韓国）、ヤン・ジュン（中国）と結成した「FEN」（Far East Network）のメン
バー。また、シンガポールの前衛的・実験的ロックバンド「The Observatory」のメンバーでもある。

クリスナ・ウィディアタマ（ジョグジャカルタ）
1983年デンパサール生まれ、ジョグジャカルタ在住。インドネシア芸術インスティテュートで版画を学
び、様々なメディアを使った作品により世界各地の個展やグループ展に参加。現在はジョグジャカル
タの若手アーティスト集団ACE HOUSE COLLECTIVEやノイズ／実験音楽家集団JOGJA NOISE 
BOMBINGで活動し、NEXT TRASHJOGJA NOISE FESTなどの実験／ノイズ音楽イベントなども開催
する。過去にBLACK RIBBON、LIWOTH、FECES ANATOMY、SULFURなど多くのバンドやプロジェ
クトを始動させ、2004年以降はSODADOSAという名義でソロ活動を展開。リリースタイトル数は50作
を超え、ドローン、ダークアンビエント、ハーシュノイズを軸にした独自の音楽性をもとに他ジャンルのア
ーティストとのコラボレーションも精力的に続けている。まさにインドネシア・ノイズの中心的人物である。

スキップ・スキップ・バンバン（台北）
台湾台北出身。最初のソロではバンバンと名乗り『No-Fi, No Fiction』などを2010年にリリース。その後
シュゲイザー・カルテット、BOYZ&GIRLに参加、デビューアルバムは北京インディーシーンの最重要レーベ
ルMaybe Marsからリリースされた。2010年後半北京に移り、Carsick Carsでドラムとバックボーカルを担
当。翌年のSXSWに参加したが、その直後に以前のプロジェクトの再起動と新しい素材を書くために台湾に
戻る。2011年9月再び北京でフルバンドとしてのスキップ・スキップ・バンバンを組むも、うまくいかず、台湾に
戻り新しいメンバーで9曲入りのLP『Sacrifice Mountain Hills』を短い期間で製作、リリースする。2013年
にMy Bloody Valentineの台北公演のオープニング・アクトを務め、翌年『Sacrifice Mountain Hills』の日本
バージョンをTower Record JapanとHands and Momentからリリース。3rdアルバム『Mirror in Mirror』を
2015年12月にMaybe Marsと台湾のインディーレーベル22 Recordからリリースする。

Asian Meeting Festival 2016出演者
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ソンX（ハノイ）
ミクストメディア作曲家及びベトナム伝統打楽器演奏家。ハノイ演劇学校で伝統的な打楽器の演奏を学
ぶ。1989年から1994年までベトナム国立チェオ歌劇団、現在はCompany Ea Sola、ハノイ・チェオ歌劇団
の団員を務める。1995年から現在まで、世界各地のフェスティバルや劇場でパフォーマンスをおこなってお
り、2015年にはルオン・フエ・チンとともにノルウェーのPunkt festival、タイ・バンコクのサイアム ・ミュージア
ムでチャン・キム・ゴックとともにSONIC CULTURE OF VIETNAMに参加している。

ナタリー・アレクサンドラ・ツェー（シンガポール）
古箏の演奏家、教育者、そして実験家。古箏の伝統的な魅力を維持しながら、現代的な芸術形式の発展に努
める。10歳から古箏を始め、以来、Spotlight Singapore（モスクワ）、WOMAD（シンガポール）、Bydgoszcz 
Musical Impressions（ポーランド）などで演奏を行う。シンガポールのシンガーソングライターのディック・リ
ーや文化メダル受賞者のイスカンダル・イスマイル、国際的に活躍するデビッド・タオやガイ・マヌキアンの活動
にも参加。音楽芸術家集団SAのメンバーとしてシンガポール国内とフランス、中国、タイ、アメリカなどで活
動。古箏とエレクトロニクスを織り交ぜた独自の音響体験を目指して実験を続けている。

ピートTR （バンコク）
高校時代にPCソフトで曲作りを始め、声とギターとパソコン内のエフェクターを使った作曲を開始。バンコク
大学の学生時代に他大学の友人たちとジャリンタナーカイ（Jryntanakai）を結成し、声とギターとパソコンで
作った曲をバンド編成で録音しはじめた。ジャリンタナーカイはFat Festival 10のアーティストリストに入り、
タイの若手アーティストを発掘するためにFat RadioとCornettoによってつくられたコンペ・プロジェクトKon 
kon konで最終選考の5バンドに選ばれた。
SO:ON Dry Flowerのコンピレーション『Ghosted Note 2』収録のシングル「Knowledge」はFatAwardの新
人アーティストの新曲賞にノミネートされたが、その後バンド活動を休止。現在はより実験的な音楽性を追求
しプレーン・パン・ペレス（PLERN PAN PERTH）を結成、2015年ミニアルバム『Hidden Home』を発表。ザ・オ
レンジ・ロールズのPipeとのバンドプロジェクトl _ / \ - l _ / \でも活動している。

ヨン・ヤンセン（クアラルンプール）
即興サキソフォン奏者及びオーガナイザー。アメリカのUtech RecordsやイタリアのDream Sheepからアル
バムをリリースしているノイズバンド・クラングミューテショネン（Klangmutationen）のメンバーであり、自身の
ソロ・デビューLPはフランスのDoubtful Soundからリリースしている。ダレン・ムーアとブライアン・オライリー
との即興トリオ、ゲーム・オブ・ペイシェンスは、日本、シンガポール、スリランカ、タイをツアーしている。2015
年にデビューアルバム『Trial and Error』をマレーシアのHerbal International labelから、そしてLP『The 
Bad Sleep Well』を自主製作している。 マレーシア唯一の実験映像／音楽祭Kuala Lumpur Experimental 
Film, Video & Music Festival（KLEX）とともに即興演奏に焦点を当てる月次のシリーズ「Serious Play 
Improv Lab」（SPIL）のキュレーターでもある。

オッキョン・リー（ニューヨーク）　2月7日より参加
韓国大田生まれ。ニューヨークやベルリンを拠点にしながらも年間を通して世界中をツアーしている。 現代
のチェロ演奏技術の拡張を目指しながら、コラボレーションと作曲を通してジャンルの境界線を曖昧にする作
品を多数製作。その音楽は、ノイズ、エクステンデッド・テクニークス、ジャズ、クラシック、韓国の伝統音楽、
そしてポップスから描かれる。これまでにラッセ・マーハウグ、プロデュースによる最新ソロ・レコード『Ghil』や

『Noisy Love Songs (for George Dyer)』など20作以上のアルバム製作に参加。ローリー・アンダーソン、
マーク・フェル、クリスチャン・マークレー、ジム・オルーク、ジョン・ゾーンなどとこれまでにコラボレーションをし
ている。2010年にFoundation For Contemporary Arts Grant、2015年にDoris Duke Performing Artist 
Awardを受賞。1998年にバークリー音楽院から現代作曲と映画音楽により二重学士号を、そして2000年
にニューイングランド音楽院から現代即興の修士号を受けている。

フィオナ・リー（香港）
香港生まれ。自然音に関心を持ちつつも都市が放つ様々なノイズにも特殊な依存性を感じ、フィールド・レコ
ーディング、プログラミング、ライティング、電磁場を使用した作品をインスタレーションとパフォーマンスとい
う二つのフォーマットで発表している。最近は可聴周波数と電磁場の関係に焦点を当ててリサーチを続けてい
る。音と光のパフォーマンス「delight」は台湾、韓国、マカオ、香港で上演し、現在の香港で最も先鋭的で才
能あふれるサウンド・アーティストの一人である。
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石原雄治　2月7日（日） Spiral
1986年生まれ大阪出身。ドラマー。打楽器演奏家。即興音楽家。
2006年より大阪で即興演奏やセッション等に全く無知の状態で自由に音を出す行為に憧れ、
不定形即興集団feat.ツタンtheカーメンズを主催し関西で演奏活動をはじめる。
近年では主にドラムセットを使い、「擦る」「叩く」「弾く」「転がす」を主体とした演奏方法を用い
て、さまざまなバンドやミュージッシャンとの共演を果たす傍ら、自身のソロアルバムや参加ユニ
ットで作品を発表している。

梅田哲也　2月11日 （木） 元・立誠小学校
日用品や廃材といった身近なものや自然現象などを素材とした体験型のインスタレーションや
パフォーマンス作品を発表。国内外の美術館における展覧会のほか、都市空間や自然のなか
でのサイトスペシフィックな作品を手掛ける。また、INSTAL(グラスゴー)、Unlimited(ヴェル
ズ)、Sonic Protest(パリ)をはじめとした数々の音楽フェスティバルや、Festival Bo:m(ソウル)
、Theater Spektakel(チューリヒ)、Noorderzon(フローニンゲン)などパフォーミング・アーツの
フェスティバルやプロジェクトでも作品を発表し、ソロのパフォーマンスだけでなく、非パフォー
マンス人員を巻き込んだコラボレーション作品も多い。2008年の個展『門』や2011年からの 
Breaker Projectとの共同作業などで、建築構造から観客の行動まで、とりまく状況全般を素
材とした体験型のプロジェクトを展開。近年の主な展覧会は『Double Vision: Contemporary 
Art from Japan』モスクワ市近代美術館 / ハイファ美術館、『ソンエリュミエール、そして叡智』
金沢21世紀美術館、『Simple Interactions. Sound Art from Japan』ロスキレ現代美術館な
ど。近年の個展は「ホテルニュー恐山」Ota Fine Arts(シンガポール・2013年)、「O才」Breaker 
Project(大阪・2014年)、「SCIENCE DE LA SUPERSTITION」Instants Chavires(モントルイ
ユ・2015年)。

大城真　2月7日（日） Spiral
音を出すために自作した道具、または手を加えた既製品を使ってライブパフォーマンスを行う。
それと平行して音や光、振動や周期の干渉を利用したインスタレーション作品を発表している。
近年は川口貴大、矢代諭史とのユニット「夏の大△」としても活動している。
主なイベント、展覧会に「夏の大△」（2010、大阪 梅香堂）、「Mono-beat cinema」(2010、東
京 ICC)、「Cycles」(2013、東京 20202)、Festival Bo:m(2014、ソウル Seoul Art Space 
Mullae)、「Strings」（2014、東京 space dike)、Multipletap World Tour(2015、欧州・中国・
メキシコ)、「パレ・ド・キョート/現実のたてる音」(2015、京都Artzone)等。
リリース等に『Unellion/Variation』（LP・円盤）、『夏の大△』(DVD・DECOY)、『Phenomenal 
World』(CD・hitorri)、『Airs』(CD・845 Audio)等。 

川口貴大　2月5日（金） SuperDeluxe
主に音のなるオブジェクトやさまざまな光や風、身の回りにあるモノを自在に組み合わせること
で、空間全体をコンポーズしてゆくようなライブパフォーマンスやインスタレーションの展示、
音源の発表をおこなう。近年の作品に 「Amorphous Spores」 (Takahiro Kawaguchi/Utah 
Kawasaki, CD, Erstwhile Records)、「Takahiro Kawaguchi」 (Takahiro Kawaguchi, CD, 
senufo editons)、「ネットの感じ」(インスタレーション、Vacant Room展@SOBO) などがある。
ソロでの演奏活動の他、大城真、矢代諭史とのユニット「夏の大△」でも活動中。近年では、演
奏活動の他にも、コラムの執筆、Tシャツなどのデザイン、楽曲提供なども行っている。

ゲスト出演者
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カジワラトシオ　2月11日 （木） 元・立誠小学校
90年代初頭のNYで磁気テープやSPレコードを使った独自の即興パフォーマンスを始める。以
後クリスチャン・マークレイと世界各地をツアーするなど、主に即興演奏家、舞台音楽家として活
動を続け、パフォーマンス・アートと実験音楽のイベント・シリーズ「PHONOMENA」をジョン・ゾー
ンが監督したスペース「TONIC」で5年間に渡り企画運営するなどした。またNYの老舗中古レコ
ード店「A-1 Record Shop」に13年間に渡って勤務した経験をもち、現在も忘れられた音楽の
発掘と再評価に貢献している。帰国後は主に音楽と舞台芸術の分野で活動しており、「私たち
は眠らない」「リゾーム的なM」などの演出作品を国内外で多数発表した。2015年に舞台芸術
家集団「ANTIBODIES COLLECTIVE」を立ち上げ、より深く国内の地域活性化支援や芸術教
育の分野に貢献する活動の体勢をとっている。

DODDODO(ドッドド)　2月8日（月） Art village center
童謡、ヒップホップ、アバンギャルドミュージック、民族音楽、ブレイクビーツ、エレクトロニカ、鉄
の音、皮の音、生活の音。さまざまな音の断片をサンプラーで繋ぎ合わせ独自の曲世界を展開
し、国内外を問わず様々なジャンルやシーンを飛び越えライブ演奏を展開中。国内外にて3枚の
アルバムをリリース。スプリットやコンピレーションアルバムなどにも数多く参加。
また、映画への楽曲提供、ゆるキャラのテーマソング制作、リミックス、サンプラーワークショッ
プなどの活動や、近年では森雄大(neco眠る)、石井モタコ(オシリペンペンズ)と共に自身らのレ
ーベル「こんがりおんがく」を立ち上げ、音源のリリースや雑誌TV.brosでのリレー連載など、精
力的に活動中。

七尾旅人　2月7日（日） Spiral
1979年生まれのシンガーソングライター。98年のデビュー以来、驚異の3枚組アルバム

『911fantasia』や『Rollin’ Rollin’』『billion voices』で旋風を巻き起こし、2012年、最新アル
バム『リトルメロディ』をリリース。唯一無二のライブパフォーマンスは必見。自身のライフワーク
と位置づけ全国各地で開催してきた弾き語り独演会「歌の事故」、全共演者と立て続けに即興
対決を行う「百人組手」の二つの自主企画を軸に、各地のフェス、イベント、Ustでも伝説的ステ
ージを生み出し続けている。2013年からは声だけで新しい音楽を追求するバンド「VOICE！VOI
CE！VOICE！VOICE！VOICE！VOICE！VOICE！」も始動 しさらに目が離せない。（現在、超絶ヒューマ
ンビートボクサー櫻井響とオルタナティブ聖歌隊カントゥスと小鳥２羽を擁する。）自力音源配信
ウェブサービスDIY STARSを使って2011年3月17日より「DIY HEARTS 東北関東大震災義
援金募集プロジェクト」を継続中。

Haco　2月8日（月） Art village center
ヴォーカリスト、作曲家、エレクトロニクス奏者、サウンドアーティスト。80年代に音響芸術を学
び、After Dinnerを結成すると共に作品が国際的に評価される。近年、声と有機的なエレクト
ロニクス手法を用いた独自のパフォーマンスを展開。透明感のある歌声と音響技術が融合した
実験的ポップ感覚をつめこんだ楽曲によって、世界中にファンをもつ。これまでにソロやHoahio
等のCD発売多数。2005年には作品「Stereo Bugscope 00」がオーストリアのアルス・エレクト
ロニカで入賞。海外の革新的な音楽/アートフェスティバルからの招聘をうけ毎年のように公演
ツアーを行っている。2015年3月には、通算6枚目にあたるセルフプロデュースの歌ものソロア
ルバム「Secret Garden」が国内Nuovo Immigratoよりリリースされる。11公演に及ぶヨーロッ
パ・ツアーも大好評を博した。

photo by Hideto Uchiike
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東野祥子　2月11日 （木） 元・立誠小学校
振付家／ダンサー。2000-2014年まで「Dance Company BABY-Q」を主宰。数々の舞台芸
術作品を発表し、日本各地や多数の海外の劇場やフェスティバルに招聘されている。ソロ活動
としても数多くのミュージシャンと即興セッションを展開する。トヨタコレオグラフィーアワード、横
浜ソロ×デュオ<Competition>+など受賞歴多数。独自のダンスワークショップや学校教育など
も好評を得る。地域創造ー公共ホール現代ダンス活性化事業登録アーティスト。2015年より
京都に活動拠点を移し、カンパニー名義を「ANTIBODIES Collective」として、多ジャンルのア
ーティストとともに作品制作やパフォーマンスアクションを実践している。

枡本航太　2月8日（月） Art village center
移住と旅を繰り返す音楽家。
ざらつきながらも染み入る声、日本語詩、ギター、ピアノと柔軟に変化する演奏と唄はときにチ
ャントとも童謡の様だとも称される。
クロスオーバーミュージックのプロデュース名義「BLOWBOHEMIA」としては未来的でありなが
らも懐かしい「モダンフォークロア」を指標する暖かなダンスミュージックを生み出している。
放浪中、パリでのフェスティバル出演以降、ヨーロッパでも演奏を開始し、一時期は東ベルリン
のトルコ人街を拠点に活動を続ける。
個性を誇示し合うより、お互いの似ている点を発見する楽しさを噛みしめるように、韓国、台湾
中を巡る東アジアツアーを自主運営により毎年続けている。

水内義人　2月11日 （木） 元・立誠小学校
北海道生まれ。展示、パフォーマンスを中心に国内外で活動している。他に、高橋さんのみ参
加できる「高橋さんの会」、地球を丸ごとコピーする「スキャン・アース」、自身の声のみを使った１
人コントユニット「DJ方」、バンド「巨人ゆえにデカイ」、「おなら選手権大会」等も継続的に行って
いる。2010年、Asian Cultural Council の助成により、NYで半年間滞在制作を行う。自主レ
ーベル「Mrs.triangle（ミセストライアングル）」運営、同名で自身の作業場にて立呑み屋を営業
中。2015年にENSEMBLES ASIA / Asian Sounds Researchの企画展「OPEN GATE ~ 動き
続ける展覧会 」（マレーシア）に参加した。

村里杏　2月11日 （木） 元・立誠小学校、2月12日（金） METRO
1994年生まれ福岡県大牟田市出身21歳。
2009年、ノイズユニット「電子卓上音楽団」に参加、以後「電車たくあん」名義で活動。2010
年、ジャンクポストパンクバンド「白痴」にドラマーとして正式加入。
2011年、音楽とパフォーマンスで自己の持つ世界観を表現し「TOKOTOKOTONNTOKO'S」を
結成。2013年、フランスはマルセイユにて「L’Expérience japonaise」に参加
ポールダンサーメガネと芸術家片山真理との即興パフォーマンスを行う。
2014年、MPC500によるサンプリングとキーボードを使ったソロ活動を開始、エッセイスト能町
みね子が雑誌「装苑」にソロ活動を紹介する。2015年2ピースバンド「乾いて候」を結成。全て
の活動が現在進行形にて現在に至る。

photo by 井上嘉和
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毛利桂　2月12日（金） METRO
ポータブルプレーヤーやエフェクト等により独自のターンテーブル奏法を模索/追究し続けるエ
クスペリメンタル・女性ターンテーブリスト。
2008年北欧ツアー、2009年 ericM、Martin Tetreault、Ignaz Schickらのターンテーブリス
ト達とのヨーロッパツアー、2014年2月にロンドン、2015年3月にメキシコで「multipletap」に
参加。2015年10月フランス Instants Chaviresで演奏後、スイスのフェス「LUFF」に参加。
1998〜2009年は、実験ターンテーブルユニット「Busratch」として活動し、2001年シカゴ現
代美術館でクリスチャン・マークレイらと共演するなど国内外の美術館やフェスに参加。

森本アリ　2月8日（月） Art village center
音楽家、極めて雑多に音楽を続けた結果、ゲームボーイ、口琴等はそこそこの評判。奇妙な楽
器好き、楽器でないものを楽器にするのも好き。「三田村管打団？」、「ぺ・ド・グ」、「カメアリ・エレ
クトリック」、「口八丁」などのバンド、ユニットを率いる他、ソロ活動やワークショップ等も行う。
神戸・塩屋の築100年の洋館「旧グッゲンハイム邸」管理/運営。2015年4月、淡路・洲本「たぬ
きのまち音楽祭」にてディレクターを務めた。

吉田ヤスシ　2月12日（金） METRO
大阪アンダーグラウンド・シーンの特異点とされる「bonanzas」のボーカリスト＆パフォーマ
ー。呪術的・原始的・土着的なシャウト＆スクリーミングが特徴。90年代から現在まで様々な
活動を行っており、「bonanzas」結成前には「SPASMOM」、「SUSPIRIA」、「NASCA CAR」、

「BISCO」等のバンドでボーカル＆リーダーを担当。その他数々のアーティストとのコラボレーシ
ョンも精力的に行ってきた。
ソロでは、マイクロフォン・壊れたCDJ・カセットテープウォークマン・エフェクターを駆使してラン
ダムに湾曲させ骨折したかのようなビートや歪んだループ音響をバックにボイス・パフォーマンス
が完全支配するサウンドが特徴。只今、ヤスシsoloセカンド作、別プロジェクト「DANTEFONE」
のアルバム、「bonanzas」のセカンドアルバムなど鋭意製作中。　

和田晋侍　2月12日（金） METRO
大阪を拠点にアブストラクトバンド「巨人ゆえにデカイ」、ノイズロックバンド「DMBQ」のドラマーと
して国内外で活動。平行してソロ、プロデュース等複数のプロジェクトを複数のバンドと同軸に
活動。近年は2001年から続く自身のロックプロジェクト「ワダロッカーズ」で2013年宮本杜朗監
督映画『太秦ヤコペッティ』の音楽を制作、音楽作品用に編集した音源「ワダロッカーズ１０の演
奏する太秦ヤコペッティ」を発表、同映画の主演も務める。2014年ドラムとアンプを使った新旧
ソロ音源を「PANACUT8/PANA8」として日野浩志郎（goat/bonanzas）のレーベルbirdFriend
からリリース、立体作品「ドルムボル」展示など。2015年詩人辺口芳典、美術家水内義人のプロ
ジェクト「DGA」で日米カナダ11公演に参加。1981年大阪府出身、音楽家/ドラマー。　
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2014/タイ/82分/監督：ワラーラック・ヒランセータワット・エブリー、ディビッドリーブ/日本語・英語字幕付き
『Y/OUR MUSIC』はタイの様々な地域や世代をつなぐ伝統音楽や労働歌、モーラムやインディーミュージ
ックに耳を傾ける。9人のミュージシャンが自分たちの音楽を静かに語り、カメラはそのルーツとなる原風景
を探る。それは赤い塵雲の中で奏でられる伝統楽器、収穫を待つ間に口ずさまれる労働歌、DJがかけるイ
サーン音楽の7インチレコード、楽器を弾けないバンドによるアンダーグラウンドミュージック、全てが都市の
騒音や農村の風の音と共に調和を持って響く。ミュージシャンたちはメインストリームになることがなくとも自
分たちの音楽を頑なに信じ、試行錯誤を繰り返し、そして次の世代を教育する。全く別々の音楽の世界に住
んでいる彼／彼女らを繋ぐのはまさにその絶え間ない情熱。

ワラーラック・ヒランセータワット・エブリー
バンコク生まれ、バンコク育ち。心理学と商業映像の製作と広告を数年間学び学士号を修めた後に、イギリ
スに移り住み大学の研究科でサウンドエンジニアリングについて取り組み、2007年に新鮮な視点を持ってタ
イに帰国。調和への橋渡しとなるために、作品の中で心理学の知識と音への情熱を組み合わせた。2009年
にタイのテレビドキュメンタリー番組「Malet Pan Thai」の中で「ピアノ調律師」という短編を製作。

ディビッド・リーブ
フリーの映画制作者になるまでに、イギリス・フィルム・インスティテュート、配給会社「Lionsgate Films」、Revolver 
Entertainmentに勤め、様々なドキュメンタリーと短編、アートフィルム、映画の予告編の編集を手がけた。
最近のプロジェクトに住宅ドキュメンタリー「Janet and Larry Move Out」とオルタナティヴバン
ド「TIndersticks」による有名なロンドンのアビーロードスタジオでの音楽の旅行「Across Six Leap Years」
がある。

大石始
旅と祭りの編集プロダクション「B.O.N」ライター／エディター。最新刊は『ニッポン大音頭時代』（河
出書房新社）。その他の著作・編著書に『大韓ロック探訪記』『GLOCAL BEATS』『関東ラガマフィン』

『MANU&CHAO』など多数。日本〜アジアを中心とした世界各地の大衆音楽〜文化を追いかけ続けてい
る。連載にミュージック・レヴュー・サイト「Mikiki」での「REAL Asian Music Report」など。

磯部涼
78年生まれ。90年代末より音楽ライターとして活動を開始。主にマイナー音楽と社会の関わりについての
テキストを執筆。単著にルポルタージュ／論考集『ヒーローはいつだって君をがっかりさせる』（太田出版、04
年）とその続編『音楽が終わって、人生が始まる』（アスペクト、11年）、共著にライターの九龍ジョーと日本
や韓国のインディ・ミュージックについて語った『遊びつかれた朝に――10年代インディ・ミュージックをめぐる
対話』（ele-king books／Pヴァイン、14年）、編著に風営法とクラブの問題を扱った『踊ってはいけない国、
日本』とその続編『踊ってはいけない国で、踊り続けるために』（河出書房新社、12年／13年）、歌詞につい
てのインタヴュー集『新しい音楽とことば――13人の音楽家が語る作詞術と歌詞論』（SPACE SHOWER 
BOOKS、14年）等がある。

Screening 『Y/OUR MUSIC』 日本初公開

Talk session #2 ゲスト

参考資料5


	No.2015-055_Asian+Meeting+Festival（アジア文1）【日】
	No.2015-055_（添付資料）Asian+Meeting+Festival（アジア文1）【日】

